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学
生
短
歌
会
合
同
合
宿
二
○
一
五
夏 

担
当
◇
谷
村
行
海 

  

二
○
一
五
年
九
月
四
日
か
ら
九
月
六
日
に
か
け
て
東
京
の
奥
多
摩
で

学
生
短
歌
会
の
合
同
夏
合
宿
を
行
っ
た
。
学
生
短
歌
会
の
合
同
夏
合
宿

参
加
団
体
数
は
年
々
増
え
、
今
年
度
の
合
同
合
宿
参
加
団
体
は
早
稲
田

短
歌
会
、
京
大
短
歌
、
東
京
大
学
本
郷
短
歌
会
、
立
命
館
大
学
短
歌
会
、

北
海
道
大
学
短
歌
会
、
大
阪
大
学
短
歌
会
、
神
戸
大
学
短
歌
会
、
國
學

院
大
學
短
歌
会
、
象
短
歌
会
、
外
大
短
歌
会
、
武
蔵
野
大
学
詩
歌
会
、

山
梨
学
生
短
歌
会
、
岡
山
大
学
短
歌
会
、
同
志
社
大
学
短
歌
会
、
大
阪

芸
術
大
学
河
南
短
歌
会
の
計
十
五
団
体
に
も
の
ぼ
っ
た
。 

 

今
年
度
の
合
同
合
宿
は
昨
年
と
同
様
に
初
日
の
お
昼
に
顔
合
わ
せ
歌

会
を
行
い
、
二
日
目
に
勉
強
会
を
行
う
と
い
う
日
程
で
あ
っ
た
。 

 

参
加
者
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
初
日
の
顔
合
わ
せ
歌
会
は
今
年
度
も

昨
年
に
引
き
続
き
大
学
ご
と
の
偏
り
が
で
な
い
よ
う
に
歌
会
の
班
を
三

つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
司
会
の
進
行
の
も
と
に
行
っ
た
。
事
前
に
提

出
し
て
も
ら
っ
た
詠
草
を
ネ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
形
で
配
布
し
、
歌
会
は

一
班
二
十
名
弱
の
規
模
で
四
時
間
程
度
の
時
間
を
か
け
た
。
班
ご
と
に

議
論
は
白
熱
し
、
歌
会
は
無
事
に
終
了
し
た
。
一
日
目
の
夜
に
宴
会
を

行
っ
た
際
に
は
班
外
の
歌
に
つ
い
て
評
を
交
わ
す
参
加
者
の
姿
が
見
て

取
れ
た
。 

 

合
宿
二
日
目
は
朝
の
九
時
か
ら
夕
方
五
時
に
か
け
て
三
つ
の
勉
強
会

を
行
っ
た
。 

最
初
は
早
稲
田
短
歌
会
の
村
本
有
に
よ
る
松
平
修
文
勉
強
会
を
行
っ

た
。
松
平
修
文
の
歌
集
『
水
村
』『
原
子
の
響
き
』『
夢
死
』『
蓬
』
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
十
首
程
度
の
歌
を
挙
げ
、
参
加
者
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
で
き
た
年
代
ご
と
に
歌
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
破
調
や
口
語
が
増
え
て
い
く
こ
と
や
、
松

平
修
文
が
画
家
で
あ
る
と
い
う
背
景
な
ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら
歌
に
情
景

描
写
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
が
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
も
見

て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
首
一
首
の
歌
に
ふ
れ
る
こ
と
で
花
や
少
女
な
ど

歌
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
た
び
た
び
登
場
す
る
も
の
に
も
着
目
す
る
こ
と

が
で
き
た
。 

二
つ
目
の
勉
強
会
で
は
同
志
社
大
学
短
歌
会
の
田
島
千
捺
と
御
手
洗

靖
大
の
も
と
、
口
語
短
歌
と
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
見
て
い
っ
た
。
初
め

に
田
島
が
口
語
短
歌
の
生
じ
た
経
緯
に
つ
い
て
明
治
二
十
一
年
ま
で
さ
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か
の
ぼ
っ
て
説
明
し
て
い
っ
た
。
土
岐
善
麿
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
よ
る

三
行
書
き
短
歌
な
ど
、
口
語
短
歌
が
普
及
す
る
ま
で
の
時
代
ご
と
の
歌

も
引
用
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
色
に
つ
い
て
も
見
て
い
っ
た
。

田
島
の
説
明
を
受
け
、
続
い
て
御
手
洗
が
口
語
短
歌
の
変
遷
と
歴
史
的

仮
名
遣
い
と
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
っ
た
。『
古
今
和
歌
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
い
に
し
へ
の
お
ん
な
に
し
も
て
か
く
ば
か
り
こ

ひ
に
し
づ
ま
ん
て
わ
ら
は
の
ご
と
」
と
い
う
歌
と
『
綺
語
抄
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る
「
に
は
に
た
つ
あ
さ
で
か
り
ほ
し
し
き
し
の
ぶ
あ
づ
ま
を

ん
な
を
わ
す
れ
給
ふ
な
」
を
挙
げ
「
お
ん
な
」
と
「
を
ん
な
」
の
よ
う

に
同
時
代
で
も
昔
は
表
記
に
ぶ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
見
な
が
ら
歴
史

的
仮
名
遣
い
と
は
何
な
の
か
を
考
え
て
い
っ
た
。 

最
後
は
京
大
短
歌
の
牛
尾
今
日
子
に
よ
る
短
歌
に
お
け
る
主
体
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
行
っ
た
。
歌
に
立
ち
現
れ
る
主
体
に
つ
い
て
、
過
去

に
発
表
さ
れ
た
歌
論
と
い
く
つ
か
の
例
歌
を
取
り
上
げ
な
が
ら
短
歌
に

お
け
る
主
体
の
在
り
方
と
い
う
も
の
を
勉
強
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
現

代
の
社
会
詠
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
当
事
者

性
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
っ
た
。
最
後
に
、
牛
尾
の
方
か

ら
「
自
分
の
歌
の
主
体
に
は
、
何
か
し
ら
自
分
自
身
の
姿
が
現
れ
て
い

る
か
」「
何
を
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
短
歌
を
作
っ
て
い
る
か
」「
短
歌

が
主
体
の
彫
り
を
深
め
て
い
く
文
芸
だ
と
す
れ
ば
、主
体
は
倫
理
的（
も

し
く
は
愛
す
べ
き
存
在
）
で
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
三
点
に
つ
い
て
の

問
題
提
起
が
あ
っ
た
。
歌
を
作
る
側
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
議
論
は
活
発
に
行
わ
れ
た
。
会
場
か
ら
は
「
歌
を
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
状
況
に
あ
る
か
ら
こ
そ
歌
を
作
っ
て
い
る
」
な
ど
多
数
の

考
え
が
寄
せ
ら
れ
、
互
い
に
良
い
刺
激
と
な
っ
た
。 

二
日
目
の
勉
強
会
終
了
後
に
も
宴
会
を
行
っ
た
。
一
日
目
に
話
す
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
人
と
初
日
の
顔
合
わ
せ
歌
会
の
歌
に
つ
い
て
論
じ

た
り
、
勉
強
会
で
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
学
生
の
姿
が

多
数
見
ら
れ
、
中
に
は
朝
ま
で
語
り
合
う
者
も
見
ら
れ
た
。 

合
同
合
宿
は
毎
年
九
月
と
三
月
の
二
回
開
催
さ
れ
、
三
月
は
京
大
短

歌
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
場
で
初
め
て
顔
を
合
せ
る
者
も
多
く
、
そ

こ
か
ら
親
交
が
深
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
合
同
合
宿
を
通
し
て
歌
を
詠
む

同
世
代
の
人
間
同
士
で
互
い
に
刺
激
を
与
え
合
い
、
今
後
の
活
動
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

（
文
中
全
て
敬
称
略
）
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贈
：
何
故
き
み
の
金
の
瞳
は
あ
と
か
た
も
な
く
真
つ
黒
に
な
つ
た
の
で
す
か 

結
樹
双
葉 

 

答
：
月
蝕
は
起
こ
せ
る
の
で
す
（
地
球
よ
り
も
っ
と
わ
た
し
を
埋
め
て
く
だ
さ
い
） 

間
宮
き
り
ん 

  

贈
：
あ
や
ま
た
ず
海
に
吸
わ
れ
る
夕
ま
ぐ
れ
上
手
に
焼
け
た
ほ
う
を
あ
な
た
へ 

 

小
野
み
の
り 

 

答
：
あ
や
ま
ち
を
上
手
に
た
べ
て
あ
や
ま
ち
を
お
そ
れ
る
君
の
海
は
あ
ま
い
か 

 
結
樹
双
葉 

  

     

神
秘
的
な
カ
ッ
プ
ル
。
答
歌
は
贈
歌
の
謎
め
い

た
問
い
か
け
に
う
ま
く
応
答
し
て
い
る
が
、
結

句
が
分
か
り
づ
ら
く
新
た
な
謎
が
残
る
。
ど
こ

と
な
く
齟
齬
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
口
調
は
近

く
、
お
互
い
へ
向
け
る
関
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
る
。 

 

贈
歌
主
体
は
成
功
、
答
歌
主
体
は
失
敗
と
両
者

が
別
の
も
の
に
着
目
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
。

贈
歌
の
「
あ
」
の
強
調
が
答
歌
で
は
「
あ
や
ま
ち
」

の
リ
フ
レ
イ
ン
へ
と
膨
ら
ん
で
い
る
。
と
も
に

贈
歌
主
体
に
つ
い
て
の
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

答
歌
主
体
の
様
子
が
見
え
な
い
。

二
〇
一
五
年
十
二
月
十
五
日
に
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
贈
答
歌
会
を
行
っ
た
。 

贈
答
歌
会
で
は
、
参
加
者
に
何
ら
か
の
相
手
を
想
定
し
て
詠
ん
だ
贈
歌
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
集
ま
っ

た
贈
歌
を
司
会
が
参
加
者
に
配
分
し
て
、
参
加
者
は
受
け
取
っ
た
贈
歌
に
返
答
す
る
形
で
答
歌
を
詠
む
。

歌
会
に
お
い
て
は
贈
答
歌
二
首
を
一
組
と
し
て
扱
い
、
二
組
選
と
し
た
。 

以
下
に
、
寄
せ
ら
れ
た
贈
答
歌
と
そ
れ
に
対
す
る
評
の
一
部
を
得
票
数
の
多
か
っ
た
順
に
掲
載
す
る
。 

贈

答

歌

会

録 

担
当
◇
小
野
み
の
り 
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贈
：
君
が
迎
え
る
一
日
の
は
じ
ま
り
に
い
つ
も
蛇
口
が
あ
り
ま
す
よ
う
に 

 

榛
葉
純 

 

答
：
ど
こ
か
で
は
生
き
て
い
る
か
ら
二
人
と
も
水
の
通
過
点
と
し
て
毎
日 

 

平
井
奈
々 

  

贈
：
通
過
す
る
街
と
し
て
君
も
う
一
度
遠
く
に
君
を
見
る
た
め
の
旅 

 

平
井
奈
々 

 

答
：
地
図
に
な
い
名
前
だ
け
れ
ど
君
だ
け
の
街
と
し
て
冬
の
ひ
と
日
を
歩
く 

 

佐
々
木
遥 

  

贈
：
は
る
け
さ
を
あ
な
た
と
呼
ん
で
し
ま
う
た
び
脳
の
な
か
の
花
を
濡
ら
せ
り 

 

佐
々
木
遥 

 

答
：
い
つ
ま
で
も
呼
ば
れ
た
か
っ
た
名
を
提
げ
て
乾
き
っ
き
り
の
砂
地
を
進
む 

 
小
野
み
の
り 

  

 

水
の
よ
う
に
さ
ら
さ
ら
し
た
関
係
。
贈
歌
主
体
の
さ
さ

や
か
な
祈
り
に
、
答
歌
主
体
は
大
掴
み
な
が
ら
も
力
強

く
返
答
し
て
い
る
。
贈
歌
の
句
ま
た
が
り
が
目
立
つ
。

答
歌
の
「
毎
日
」
の
体
言
止
め
が
や
や
読
み
づ
ら
い
。

両
者
の
物
理
的
な
距
離
は
非
常
に
離
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。 

 

わ
が
ま
ま
な
贈
歌
主
体
を
答
歌
主
体
が
謙
虚
に
受
け

入
れ
て
い
る
。
両
者
に
温
度
差
は
な
い
も
の
の
、
贈
歌

が
旅
と
い
う
非
日
常
に
あ
る
の
に
対
し
答
歌
は
日
常

に
即
し
て
お
り
、
対
比
的
で
あ
る
。
贈
歌
主
体
の
「
君
」

に
対
す
る
現
在
の
感
情
が
読
み
取
り
に
く
い
。 

 

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
が
、
遠
距
離
に
あ
り
な
が
ら
も

互
い
を
思
う
組
。
静
的
・
動
的
、
濡
れ
る
・
乾
く
な
ど
、

贈
答
歌
間
の
対
比
が
強
く
意
識
さ
れ
る
。
答
歌
初
句
が

ど
こ
に
か
か
る
か
で
二
者
の
関
係
性
に
読
み
ぶ
れ
が

生
じ
る
。
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贈
：
雪
も
よ
の
吐
き
気
さ
え
す
る
美
し
さ 

美
し
さ
は
あ
な
た
の
面
影 

 

溝
口
ゆ
こ 

 

答
：
君
が
痛
く
痛
く
さ
え
ず
っ
た
気
配 

雪
の
降
ら
な
い
街
で
震
え
る 
 

榛
葉
純 

  

贈
：
如
月
の
水
の
中
に
ぞ
蛙
あ
る
巣
が
彼
を
守
り
て
危
機
を
逃
る
る 

 

木
村
健
太 

 

答
：
こ
ち
か
ぜ
に
い
さ
よ
ふ
波
の
さ
さ
な
み
の
寄
る
べ
な
き
身
を
浮
か
べ
た
る
か
な 

 

谷
口
一
平 

  

贈
：
虚
数
だ
け
求
め
る
よ
う
な
日
々
だ
か
ら
君
の
オ
セ
ロ
は
白
く
し
と
く
ね 

 

谷
村
行
海 

 

答
：
こ
の
試
合
わ
ざ
と
負
け
る
わ
寒
煙
は
砂
糖
の
よ
う
に
溶
け
込
む
黒
へ 

 

溝
口
ゆ
こ 

 

自
意
識
の
強
い
贈
歌
主
体
に
、
控
え
め
な
答
歌
主
体
が

寄
り
添
う
カ
ッ
プ
ル
。
贈
歌
下
句
・
答
歌
上
句
の
韻
律

が
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
不
安
定
な
関
係
を
思
わ
せ
る
。

「
美
し
さ
」「
痛
く
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
過
剰
さ
を
生
ん

で
い
る
。 

  

贈
歌
は
「
君
が
好
き
」
の
折
句
。
彼
＝
蛙
の
関
係
が
一

読
で
は
分
か
り
づ
ら
い
。
贈
歌
の
景
を
答
歌
が
補
足
し

て
い
る
。
文
体
に
は
統
一
感
が
あ
る
が
、
二
首
と
も
他

者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
贈
答
の
特
性

を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
。 

 

互
い
に
ゲ
ー
ム
感
覚
の
関
係
で
、
ど
こ
か
空
し
さ
が
あ

る
。
贈
歌
主
体
が
求
め
る
虚
数
は
愛
の
こ
と
か
、
下
句

へ
の
理
由
付
け
と
し
て
は
や
や
強
引
。
答
歌
の
景
は
魅

力
的
だ
が
、
新
た
な
モ
チ
ー
フ
が
多
い
。
手
持
ち
の
石

の
色
に
つ
い
て
は
情
報
を
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。
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贈
：
欲
し
い
物
リ
ス
ト
に
な
い
も
の
だ
け
が
ほ
し
い 

あ
な
た
と
き
の
う
行
く
美
術
館 

 

谷
口
一
平

 

 

答
：
本
棚
で
自
然
な
ね
む
り
に
つ
い
て
ほ
し
い 

き
み
の
お
と
と
い
吐
い
た
口
癖 

 

谷
村
行
海 

  

贈
：
見
え
る
の
は
君
が
ラ
ム
ネ
を
噛
み
砕
く 

い
つ
も
ど
お
り
の
朝
は
ま
ぶ
し
い 

 

間
宮
き
り
ん

 

 

答
：
噛
み
砕
く
ラ
ム
ネ
の
音
は
小
気
味
よ
く 

君
と
の
日
々
は
今
日
も
輝
く 

 

木
村
健
太

 

          

夢
見
が
ち
な
贈
歌
主
体
と
冷
静
な
答
歌
主
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
い
い
。
贈
歌
は
上
下
の
関
連
性
が
薄
く
矛
盾

も
あ
る
の
に
対
し
、
答
歌
は
一
首
で
説
明
が
つ
い
て

完
結
し
て
い
る
。
贈
答
歌
間
で
「
ほ
し
い
」
の
性
質

が
異
な
り
、
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
あ
ま
り
対

応
し
て
い
な
い
。 

 

贈
歌
上
句
が
圧
縮
さ
れ
て
お
り
や
や
読
み
づ
ら
い
。

答
歌
が
贈
歌
三
句
目
を
そ
の
ま
ま
初
句
に
し
て
い
て
、

語
彙
が
少
な
い
印
象
を
与
え
る
。
ま
と
ま
り
す
ぎ
て

い
る
た
め
、
両
者
の
差
や
発
展
性
が
あ
ま
り
感
じ
ら

れ
な
い
。 
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二
〇
一
五
年
度
活
動
記
録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
責
◇
榛
葉
純 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
（
）
内
は
担
当
者 

 

３
月
31
日
～
４
月
３
日 
新
歓
ブ
ー
ス
設
置
、

貼
り
紙
・
ビ
ラ
配
り
な
ど
（
箱
囲
） 

 

■
４
月 

４
日
（
土
）
新
歓
お
花
見
・
歌
会
（
深
見
） 

７
日
（
火
）
新
歓
歌
会
（
當
山
） 

10
日
（
金
）
新
歓
歌
会
（
箱
囲
） 

13
日
（
月
）
新
歓
勉
強
会
（
谷
村
・
間
宮
） 

16
日
（
木
）
新
歓
歌
会
（
平
井
） 

21
日
（
火
）
新
歓
歌
会
（
鈴
木
） 

24
日
（
金
）
東
直
子
勉
強
会
（
榛
葉
） 

 

■
５
月 

９
日
（
土
）
歌
会
・
新
歓
コ
ン
パ
（
榛
葉
） 

22
日
（
金
）
歌
会
（
小
野
） 

26
日
（
火
）
歌
会
（
村
本
） 

 

■
６
月 

５
日
（
金
）
歌
会
（
谷
口
） 

９
日
（
火
）
歌
会
（
谷
村
） 

19
日
（
金
）
歌
会
（
高
橋
） 

23
日
（
火
）
小
島
ゆ
か
り
勉
強
会
（
深
見
） 

 

■
７
月 

公
式
活
動
は
な
し 

 

■
８
月 

11
日
（
火
）
歌
会
・
前
期
納
会
（
佐
々
木
） 

■
９
月 

４
～
６
日 

学
生
短
歌
会
合
同
夏
合
宿
＠
東
京 

（
谷
村
・
溝
口
） 

■
10
月 

６
日
（
火
）
歌
会
（
小
野
） 

16
日
（
金
）
歌
会
（
箱
囲
） 

20
日
（
火
）
歌
会
（
坂
田
） 

30
日
（
金
）
歌
会
（
堀
川
） 

 

■
11
月 

３
日
（
火
）
歌
会
（
渡
辺
） 

13
日
（
金
）
歌
会
（
間
宮
） 

17
日
（
火
）
歌
会
（
谷
村
） 

27
日
（
金
）
歌
会
（
大
村
） 

 

■
12
月 

11
日
（
金
）
歌
会
（
榛
葉
） 

15
日
（
火
）
贈
答
歌
会
（
小
野
） 

 

■
１
月 

８
日
（
金
）
歌
会
（
佐
々
木
） 

15
日
（
金
）
歌
会
（
谷
口
） 

19
日
（
火
）
歌
会
（
谷
村
） 

 

■
２
月 

５
日
（
金
）
歌
会
・
後
期
納
会
（
関
根
） 

 

■
３
月 

６
日
（
日
）「
学
生
短
歌
バ
ト
ル
２
０
１
６ 

 
 
 
 
 

学
生
短
歌
対
抗
超
歌
合
」
出
場 

10
日
（
木
）
早
稲
田
短
歌
四
十
五
号
発
行 

22
～
24
日 

学
生
短
歌
会
合
同
春
合
宿
＠
京
都 


